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今年の電子出版トレンド
～技術動向から振り返る 2023 

JEPA電子出版アワード2023 パネル討論
2023年12月21日＠Zoom
株式会社技術評論社 馮富久
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まずは1年前のまとめを
振り返ってみます。
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2022年まとめと次の展望（技術的側面）
・定着したEPUBベースの電子出版。次の10年に向けて。
流通の変化から、紙→電子の流れが変わる？（まだまだ紙前提のビジネスモデルが強い）
※コミックは別

・流通の変化から、読み方、買い方など、読者自身の購読体験の変化。
実用書であれば、コンテンツを起点とした教育の観点のサービスが拡充していく。

・ブロックチェーンを活用した権利ビジネスが拡張することで、出版ビジネスが
大きく変わる黎明期になる（かもしれない）→取次モデルからの脱却、新しいモデルへ

※1、2年で大きく変わるものというよりは、5年後、10年後に振り返る内容です。
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そして。

2023年は生成AIの年。
「現代用語の基礎知識」選 ユーキャン 新語・流行語大賞2023特設サイトより）
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ということで、2023年は、技術関連について

①EPUB 3.3（EPUBとEPUB周辺の話題）
②EPUBリーダーや制作ツールのアップデート
③生成AIを取り巻く状況（出版の観点で）

の構成でお話します。
（なお、専門書出版社としての見解と添えておきます。

電子コミックの話題はほとんどありません）
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①EPUB 3.3
（EPUBとEPUB周辺の話題）

EPUB
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・EPUB 3.3（2023年5月25日、最終勧告）
W3C標準としては初となるEPUBの仕様が勧告。

https://www.w3.org/ja/press-releases/2023/epub33-rec/
昨年も話したとおり、3.3の重要なポイントは、
アクセシビリティ対応（EPUB Accessibility 1.1）。
また、EUアクセシビリティ指令（欧州アクセシビリティ法）にて、
2025年以降、電子書籍（リーダー）も指令対象予定となっているので、継続して注視が必要。

・EPUBCheck v5.0正式リリース
EPUB3.3に関連して、去年のこの会でベータ3プレビュー版を紹介した、
EPUB3.3完全対応のEPUBCheckのv5.0正式版が2023年1月にリリース。
https://github.com/w3c/epubcheck/releases
最新版はv5.1.0（2023年7月リリース）。

EPUB 3.3の詳細や最新動向は、
JEPAセミナー「2023年7月12日 高見真也 氏: W3C標準「EPUB 3.3」 とアクセシビリティ対応」の資料や映像をぜひ！
https://www.jepa.or.jp/sem/20230712/

EPUB仕様

https://www.jepa.or.jp/sem/20211019/
https://github.com/w3c/epubcheck/releases
https://www.jepa.or.jp/sem/20230712/
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新バージョンリリースに伴っていつも思うこと。

電子出版関係各所の
対応状況は？
電子コンテンツは作って終わりではないですよ。
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②EPUBリーダーや制作ツール
のアップデート

・毎年恒例Thorium Readerアップデートほか

・制作ツール関連

・Amazon Kindle、楽天Kobo関連
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EPUBリーダー

Thorium Reader 2.3（EDR Lab）
https://www.edrlab.org/software/thorium-reader
・Windows 10/11、Linux、macOS対応のEPUBリーダー
・リフロー型/固定型EPUB、オーディオブック、PDFなどに対応。
・v2.2以降、出版情報ダイアログでのアクセシビリティメタデータの表示
・アクセシビリティの観点で最適なEPUBリーダーの1つ（と考えています）

2.3（2023年8月リリース）：
・タッチスクリーンでの指スワイプ
・画像のズーム（ネイティブレンダリング）
・ChromiumでのMathMLネイティブレンダリング（これまではMathJaxを利用）
・TTS（Text to Speech）機能各種強化（日本語ルビサポートの修正も）
→NVDA（Windows用スクリーンリーダー）との連携で実用度が高い

・アクセシビリティメタデータのOPDS表示

https://www.edrlab.org/software/thorium-reader
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EPUBリーダー

Microsoft Edge（復活の気配）
https://techcommunity.microsoft.com/t5/discussions/
epub-reader-is-back-in-edge-browser-added-to-edge-canary-version/m-p/3878116

2023年7月、MicrosoftのブラウザEdge開発版にて、EPUBリーディング機能が復活。

https://techcommunity.microsoft.com/t5/discussions/epub-reader-is-back-in-edge-browser-added-to-edge-canary-version/m-p/3878116
https://techcommunity.microsoft.com/t5/discussions/epub-reader-is-back-in-edge-browser-added-to-edge-canary-version/m-p/3878116
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PUBLUSがブックウォーカーへ
（株式会社ACCESSの電子出版事業売却）
講談社や小学館で採用されている電子出版プラットフォーム「PUBLUS」を含めた、ACCESSの電子出版
事業が、ブックウォーカーの傘下へ。



Copyright © Gijyutsu Hyoron Co, Ltd. All Rights Reserved.

Adobe InDesign
アップデート
・EPUB へのコンテンツの
書き出しに関するアップ
デートはほぼ変化なし。

・Adobe Senseiを利用した
スタイルの自動設定機能が追加。
（構造化の観点で要注目）

EPUB制作ツール
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Kindle、Kobo関連（去年は新デバイスが出たが……）
Kindle：小学校向けタブレット発売。
・Fire HD 10キッズモデル
（定額サービスAmazon Kids+付き）
・Fire HD 10 キッズプロ
（国内販売初のキッズタブレット）

Kobo（楽天）：R-Toonサービスイン。
・楽天初となる

Webトゥーンプラットフォーム

Kindle関連
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③生成AIを取り巻く状況
（出版の観点で）
・生成AIに学ばせる著作物
・生成AIで作った著作物

EPUB
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AIと著作権の関係等について
（文化庁・内閣府）
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/3kai.html

2023年5月15日、AI戦略チーム（関係省庁連携）にて、
「AIと著作権の関係等について」という資料が公開された。

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_team/3kai/3kai.html
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AI開発・学習段階
（生成AIに既存の著作物を学ばせる場合）

著作権法第30条4に則る

・原則として、著作権者の許諾なく利用することが可能。
・「必要と認められる限度を超える場合」
「著作権者の利益を不当に害することとなる場合」は
その規定の対象とはならない。
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AIによる生成・利用段階
（生成AIで作った著作物）

・AIで生成した画像や文章を公表したり複製物を販売した場合の
著作権侵害の判断は、著作権法で認められている場合※を除き
「必要通常の著作権侵害と同様の扱い」となる。

※個人的に生成して楽しむなど、私的使用のための複製ほか
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現状、その基準は曖昧な部分があります。

なので、AIを前提としたビジネスを考えていくには、
著作権者および出版社は改めて「著作物の扱い」について、

紙時代の出版ビジネスの考え方を壊す必要がある
と、私は考えます。

※自分だけは大丈夫、自分だけは逃げ切れる、
といった考え方は本当に通用しないと思います。
（さらにそういう人がいると、その周辺の混乱が大きくなる、とも思います）
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2023年まとめと次の展望（技術的側面）
・EPUB 3.3のリリース。それに対して周囲がどう対応していくか。
合わせて、アップデートおよび旧バージョンのメンテナンスの必要性。

・アクセシビリティに関しては、話題には上がるが、ビジネス判断で遅々としている（印象）。
作り手だけではなく、流通サイドも変わっていかない限り、対応がどんどん難しくなる。

・生成AIとの向き合い方・付き合い方は、出版関係者全体が意識して取り組むべき課題。

・（おまけ）
2023年のX（旧Twitter）騒動を見るに、特定のマーケティングツールへの依存について
改めて考えておく必要がある→技術進化に対するアップデートおよびメンテナンス

ただし、技術がまた状況を変える（解決する）可能性はあります。
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X ：@tomihisa
メール ：tomihisa@gihyo.co.jp
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